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1. はじめに 

バスケット試験では特定の遺伝子異常をもつ患者をがん種に関係なく登録し，薬剤有効性を

がん種横断的に評価する．がん種横断的有効性評価の方法として，がん種間の有効性の異質

性を考慮できる階層ベイズモデルが利用できるが(Thall et al., 2003)，情報借用の程度を規

定する事前分布の設定が課題である．本研究では臨床試験中，獲得したデータから薬剤有効

性の異質性を評価する効率的なバスケット試験デザインを提案する．シミュレーション実験

に基づく症例数決定法も併せて提案する． 

 

2. 研究方法 

がん種間の有効性の異質性は，がん種の奏効割合の事後分布を用いた Jensen-Shannon 情

報量に対する階層クラスタリングにより評価する．クラスターに含まれるがん種が 2 つ以上

のときは階層ベイズモデルを適応し，1 つのときはがん種ごとにベイズ流の評価を行う。  

シミュレーションに基づく症例数の決定方法と提案法の動作特性については，当日報告す

る． 
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